
小学生が高校で稲刈り体験

No.232

10.25

なかよしさんぽ⑦

おしらせコーナー

まち那珂トピックス

２

６

１４



な
か
よ
し
さ
ん
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区
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０
２
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今
回
は
、
社
寺
や
城
跡
な
ど
歴
史
を
感
じ
さ

せ
る
額
田
地
区
を
巡
る
コ
ー
ス
で
す
。

　

額
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
を
ス
タ
ー
ト

し
て
、
１
１
９
２
年
創
建
の
毘び

る
し
ゃ
な
じ

盧
遮
那
寺
へ
向

か
い
ま
す
。
５
月
初
旬
に
咲
く
美
し
い
ボ
タ
ン

は
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

直
線
約
３
８
０
ｍ
の
額
田
神
社（
鹿
嶋
八
幡

神
社
）の
参
道
を
進
み
ま
す
。
額
田
神
社
は

８
０
６
年
創
建
と
い
わ
れ
、
境
内
に
は
本
殿
裏

手
の
淡
島
神
社
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
祠ほ

こ
ら
や
社

殿
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

　

１
３
２
９
年
創
建
の
鱗り

ん
し
ょ
う
い
ん

勝
院
に
向
か
う
と
、

市
指
定
天
然
記
念
物
の
杉
が
本
殿
北
側
に
そ
び

え
て
い
ま
す
。

　

徳
川
光
圀
に
よ
っ
て
１
６
９
６
年
に
建
立
さ

れ
た
引い

ん
じ
ょ
う
じ

接
寺
に
向
か
い
ま
す
。
光
圀
寄
進
の
刻

銘
が
あ
る
県
指
定
文
化
財
「
木
造
阿
弥
陀
如
来

立
像
」
お
よ
び
「
両
脇
侍
立
像
」
が
あ
り
ま
す
。

　

コ
ー
ス
の
後
半
は
、
額
田
城
の
守
護
寺
、

１
２
１
７
年
創
建
の
阿
弥
陀
寺
か
ら
額
田
城
跡

に
入
り
ま
す
。
本
尊
の
「
阿
弥
陀
如
来
立
像
」

は
県
指
定
文
化
財
で
、
光
圀
お
手
植
え
と
い
わ

れ
る
枝
垂
れ
桜
が
見
事
な
お
寺
で
す
。

　

最
後
は
額
田
城
跡
内
の
散
策
で
す
。
城
跡
指

定
区
域
面
積
は
約
７
万
７
千
㎡
で
、本
丸
、
二

の
丸
、
三
の
丸
お
よ
び
外
堀
に
囲
ま
れ
ま
す
。

本
丸
、二
の
丸
の
堀
な
ど
は
原
型
の
状
態
で
残

り
、城
跡
内
は
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
コ
ー
ス
は
休
憩
な
ど
が
で
き
る
施
設
も
多

く
、安
心
し
て
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

歴
史
を
感
じ
な
が
ら
、
の
ん
び
り
と
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
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�ご協力いただいた額田地区
まちづくり委員会の皆さん▶
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レディオワン
斉藤倫／著　光村図書／出版

　月曜の夜９時からはじまるラジオ番組「レ

ディオワン」。ＤＪをつとめるジョンには、あ

る秘密が。なんと、言葉をしゃべれる「犬」

なのです！このことを知っているのは、プロ

デューサーの西園寺さんと数人のスタッフだ

け。なぜ「犬」のジョンが人間の言葉を話せる

ようになったのかも気になりますが、番組に寄

せられるリスナーからのお便りにも注目です。

茨城ではおなじみの場所から

届くんですよ。ラジオ「レディ

オワン」、今夜もスタートで

す！

さばの缶づめ、宇宙へいく
小坂康之／著　林公代／著　イースト・プレス／出版

　かつて教育困難校と呼ばれていた福井県立小

浜水産高校（現・若狭高校海洋科学科）。代々、

実習で作られていたさばの缶づめが宇宙食と認

定され、2020 年に宇宙飛行士の野口聡一さん

が宇宙で食するまでの 14 年間を描いた物語で

す。

　ある生徒が何気なく言った「宇宙食、作れる

んちゃう？」から始まった大きすぎる夢への

挑戦。幾多の困難を乗り越え、

先輩から後輩へと懸命に宇宙

食開発研究のバトンを繋いで

いった生徒たちと先生の姿に

心打たれる１冊です。

　市立図書館は、こどもから大人まで、すべての人の「知りたい」「学びたい」
を支援しています。新しい本や情報と出会う架け橋となるようさまざまなジャ
ンルの資料を収集していますので、気軽にお立ち寄りください。

市立図書館の楽しみ方

い ろ い ろ

問 �市立図書館　☎ 029‐352‐1177

　図書館では、那珂市にお住まいのすべての赤ちゃんと保護者を
対象に、ブックスタートを実施しています。
　総合保健福祉センターひだまりで行われる４～５か月児健康相
談の際に、図書館ボランティアによる読み聞かせと絵本をお配り
していますので、ぜひご参加ください。

　図書館では、２階多目的室を学習スペースと
して開放しています。読書やテスト勉強、宿題
をしたいときなどにご利用ください。

※�図書館まつりやこども図書館まつりなどのイベン
ト開催時を除く

▪ブックスタートについて ▪多目的室について
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11 月は「茨城県男女共同参画推進月間」です

「ジェンダーギャップ指数」
ご存じですか？

市では、 多様な性のあり方や人権が尊重され、一人ひとりが個性と能力を
発揮し、責任を分かち合う男女共同参画社会の実現を目指しています。

そこで、より多くの女性の皆さんに市の政策・方針決定の場へ参画していただ
くことを目的として、「那珂市女性人材バンク」を設立しました。

市に住民登録がある 18 歳以上のかたで、市政やまちづくり
に関心があるかたのご登録をお待ちしています。

詳細はこちら▶

日本のジェンダーギャップ指数が低い要因として、女性が「ワーク・ライフ・バランス」
を実現できていない点があげられます。

普段の生活を振り返ったとき、たとえば家庭では「家事は女性に任せきり」「子どもの
ことで休みを取るのは女性ばかり」のようになっていませんか。また、職場でも、当たり
前のように女性に雑務を押し付けていないか、女性というだけで管理職や重要な立場への
登用が阻まれていないか、などの問題があれば改善していきましょう。

女性の社会活動を活発化させジェンダーギャップ指数を上げるには、個人の意識改革だ
けでなく、職場・地域・自治体などが一体となった取り組みが必要です。

▪ジェンダーギャップ指数を改善するためには？

「那珂市女性人材バンク」登録制度

問 �市民協働課市民交流Ｇ　☎ 029‐298‐1111

▪ジェンダーギャップ指数って？

ジェンダーギャップ指数は各国における男女格差を把握するもの
で、「男女平等格差指数」ともいわれています。この指数は、「経済」「政
治」「教育」「健康」といった４分野 14 項目の要素から構成され、ス
コアは最大が１（完全平等）、最低が０（完全不平等）で評価されます。

2022 年発表のジェンダーギャップ指数で日本は 146 か国中 116
位となり、残念ながら先進国の中では最低レベルで G7 では最下位、
アジア諸国を見ても、韓国や中国・ASEAN 諸国と比べ日本が下位の
結果です。

日本のジェンダーギャップ指数が低い原因として、「教育」と「健康」
の分野はほぼ男女平等なのに対し、「政治」や「経済」の分野での男
女格差が大きいことがあげられます。（右図参照）

ジェンダーギャップ指数が低い、つまり男女格差があると、雇用機
会や賃金の面において不平等が生じたり、女性差別の意識から暴力や
虐待が女性へ向けられたりするなど、世界的な問題になっています。

日本のジェンダーギャップ指数を
他国と比べると……

経済 政治 教育 健康

121位

139位

１位 63位

ジェンダー
ギャップ指数

116位
146か国中

0.650 0.564

1.000 0.973

0.061

�スイス非営利財団世界経済フォーラム　
2022 年発表　ジェンダーギャップ指数

参考

開始
11月１日
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加

す
る
際
の
注
意
事
項

◆�

広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事

業
・
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
感

染
症
対
策
の
た
め
、
中
止
ま
た
は

延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
新
の
情
報
は
、
各
記
事
の
問
合

せ
先
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆�

イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
参
加
さ
れ
る
際

は
、主
催
者
な
ど
の
指
示
に
従
い
、

感
染
症
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆�

新
し
い
生
活
様
式
を
意
識
し
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

相
談

休日当番医

０１２０‐
２７１７１９

障
が
い
者
の
暮
ら
し
の
相
談

相
談
日
▼

◦
視
覚
障
が
い
の
あ
る
か
た

　

12
月
５
日
㈪

◦
身
体
障
が
い
の
あ
る
か
た

　

12
月
12
日
㈪

◦
知
的
障
が
い
の
あ
る
か
た

　

12
月
19
日
㈪

時
間
▼
①
午
前
９
時
～
10
時

②
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
相
談
は
１
人
１
時
間
（
原
則
）

場
所
▼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
ひ
だ
ま
り
　

対
象
者
▼
障
が
い
の
あ
る
か

た
、ま
た
は
そ
の
家
族　

相
談
内
容
▼
障
が
い
の
あ
る

か
た
な
ど
の
日
常
生
活
・
家

族
関
係
・
人
間
関
係
の
悩
み
、

生
活
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て

相
談
員
▼
身
体
障
が
い
者
相
談
員
、
知
的

障
が
い
者
相
談
員
、市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
　

費
用
▼
無
料
　

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
期
限
▼
相
談
日
の
７
日
前

�申
問
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
９
‐
２
２
９
‐
０
３
０
９

FAX
０
２
９
‐
２
９
６
‐
１
０
０
２�

不
妊
専
門
相
談

日
時
▼

◦
12
月
４
日
㈰
午
後
２
時
～
５
時

◦
12
月
８
日
㈭
午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分

◦
12
月
15
日
㈭
午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分

場
所
▼
県
三
の
丸
庁
舎
（
水
戸
市
三
の
丸

１
‐
５
‐
38
）　

相
談
員
▼
産
婦
人
科
・
泌
尿

器
科
医
師
、
助
産
師
、
不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

※
相
談
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

費
用
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
電
話

※
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

�

�申
問
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
４
１
‐
１
１
３
０

女
性
の
た
め
の
こ
こ
ろ

の
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

＠
い
ば
ら
き

　

さ
ま
ざ
ま
な
心
の
悩
み
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で

相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時
▼
第
１
・
３
・
５
土
曜
日　

午
後
１
時

～
４
時　

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

相
談
員
▼
公
認
心
理
士
、
臨
床
心
理
士　

費
用
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
予
約
サ
イ
ト

�

�申
問
県
障
害
福
祉
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
３
６
８

女
性
に
関
す
る
相
談
機
関

女
性
の
悩
み
全
般
の
相
談
に
つ
い
て

茨
城
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
４
１
６
６

※
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
９
時
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

Ｄ
Ｖ
・
ス
ト
ー
カ
ー
・

リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
な
ど
に
つ
い
て

茨
城
県
警
察
女
性
専
用
相
談
電
話

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
８
１
０
７　

※
女
性
警
察
官
が
24
時
間
対
応

11
月
12
日
～
25
日
は「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す

女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

※
平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

内
閣
府
の
Ｄ
Ｖ
相
談

Ｄ
Ｖ
相
談
＋
（
プ
ラ
ス
）

☎
０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
８
８
９

※
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
は
24
時

間
対
応
、
チ
ャ
ッ
ト
相
談
は

正
午
～
午
後
10
時

問
市
民
協
働
課
市
民
交
流
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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く
ら
し

難
病
患
者
の
か
た
に

福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

対
象
者
▼
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の

い
ず
れ
か
の
受
給
者
証
を
保
健
所
か
ら
交

付
さ
れ
て
い
る
か
た

◦
指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者
証

◦
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証

◦
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
医
療
受

給
者
証

※
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
か
た
で
、
転
入
前
の
市
区
町
村
で
同
様

の
手
当
を
受
給
さ
れ
た
か
た
、
今
年
度
す

で
に
那
珂
市
の
手
当
を
受
給
さ
れ
た
か
た

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
対
象
と
な
る
受
給
者
証
の
交
付
を
複
数

受
け
て
い
る
場
合
は
、
い
ず
れ
か
一
枚
で

の
申
請
と
な
り
ま
す
。

手
当
額
▼
年
１
万
５
千
円
（
口
座
振
込
）

提
出
書
類
▼
申
請
書
、
受
給
者
証
の
コ

ピ
ー
（
申
請
時
に
有
効
な
も
の
）

※
申
請
書
は
社
会
福
祉
課
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付

※
本
人
名
義
の
振
込
先
が
確
認
で
き
る
も

の（
通
帳
な
ど
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
▼
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

�申
問
社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

11
月
30
日
は

人
生
会
議
の
日

　

人
生
会
議
と
は
、
あ
な
た
の
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
や
望
み
、
ど
の
よ
う
な
医
療

や
ケ
ア
を
望
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
自
ら

考
え
、
あ
な
た
の
信
頼
す
る
人
た
ち
と
話

し
合
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

市
立
図
書
館
で
は
、
自
分
の
将
来
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
る
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
・
介
護
予
防
・
在
宅
医
療
・
看
取
り
な

ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
書
籍
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
数

多
く
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
那
珂
市
未
来
ノ
ー
ト
（
那
珂
市

版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
）
を
介
護
長
寿

課
お
よ
び
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

て
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
か

た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

問
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

神
崎
・
菅
谷
地
区
在
住
の
か
た　

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
青
燈
会

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
５
２
８
８

五
台
・
戸
多
・
芳
野
地
区
在
住
の
か
た

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
た
か
園

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
１
２
８
７

額
田
・
木
崎
・
瓜
連
地
区
在
住
の
か
た

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ナ
ザ
レ
園

☎
０
２
９
‐
２
９
６
‐
３
４
０
５

11
月
は「
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
」で
す

　

児
童
虐
待
※
に
関
す
る
相
談
件
数
は
、

毎
年
増
加
し
続
け
て
お
り
、
子
ど
も
の
生

命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
重
大
な
事
件
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
児
童
虐
待
問
題
は
、
社
会

全
体
で
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

子
ど
も
へ
の
虐
待
を
疑
っ
た
り
、
見
か
け

た
と
き
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
児
童
虐
待
と
は

⚫
身
体
的
虐
待　

児
童
の
身
体
に
外
傷
を

生
じ
る
よ
う
な
暴
行
を
加
え
る
こ
と　

⚫
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
の
放
棄
）

保
護
者
の
監
護
を
怠
る
こ
と

⚫
心
理
的
虐
待　

児
童
の
心
に
不
安
や
恐

怖
を
与
え
る
こ
と

⚫
性
的
虐
待　

児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為

を
す
る
こ
と
、
さ
せ
る
こ
と

児
童
虐
待
に
関
す
る
連
絡
先

◦
児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９
（
お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相

談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
）

※
匿
名
で
の
連
絡
が
可
能
で
す
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

※
調
査
の
結
果
、
虐
待
で
な
か
っ
た
と
し

て
も
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　

虐
待
通
告
に
つ
い
て
「
は
っ
き
り
し
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
た
め
ら
わ
ず
に
通
告

し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
て
い
る
た

め
、
確
認
し
た
ら
虐
待
で
は
な
か
っ
た
と

い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
虐
待
を
疑
わ
れ

た
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
驚
か
れ
る
と
同

時
に
大
変
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
通
告
に
よ
り
救
わ
れ
た
子
ど

も
た
ち
も
い
ま
す
。
ど
う
か
「
確
認
」
の

た
め
の
訪
問
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

子
育
て
に
関
す
る
相
談
先

　

子
育
て
は
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
も
の

で
す
。さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
を
１
人
で

抱
え
込
ま
ず
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
健
康
推
進
課
（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
ひ
だ
ま
り
内
）

☎
０
２
９
‐
２
７
０
‐
８
０
７
１

◦
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ぼ
み

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
７
９
３
４

◦
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く

～
る　

☎
０
２
９
‐
３
５
２
‐
１
２
３
３

◦
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ち
い
ろ
ば

☎
０
２
９
‐
２
９
６
‐
３
６
６
３

◦
こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
す
ま
い
る

☎
０
２
９
‐
３
５
３
‐
２
０
５
５

※
相
談
は
、
平
日
受
付
。
時
間
は
施
設
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
課
家
庭
児
童
相
談
室

（
児
童
虐
待
に
関
す
る
こ
と
・
子
育
て
に

関
す
る
こ
と
の
相
談
先
）

☎
０
２
９
‐
２
２
９
‐
３
５
１
１
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建
物
を
取
り
壊
さ
れ

た
か
た
へ

　

居
宅
や
物
置
な
ど
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、該
当
部
分
に
つ
い

て
、取
り
壊
し
た
翌
年
の
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。該
当
す
る
か
た
は
、お
早

め
に
家
屋
滅
失
届
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
家
屋
滅
失
届
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取

得
で
き
ま
す
。

�申
問
税
務
課
資
産
税
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

公
道
に
相
当
す
る
私
道

を
所
有
す
る
か
た
へ

　

次
の
要
件
を
満
た
す
土
地
は
、
所
有
者

が
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
が
非
課
税
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

非
課
税
の
対
象
と
な
る
土
地
▼

◦
私
道　

公
道
か
ら
公
道
に
通
じ
、
利
用

上
の
制
約
を
設
け
ず
に
不
特
定
多
数
人
の

利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地

◦
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
部
分　

公
衆
用
道
路
の

用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
（
分
筆
し
て
い

な
い
場
合
は
、
私
有
地
と
の
境
界
に
隔
た

り
が
必
要
）

提
出
書
類
▼

◦
非
課
税
申
請
書

◦
道
路
部
分
の
地
積
が
確
認
で
き
る
図
面

（
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
部
分
を
分
筆
し
て
い
な

い
場
合
）

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で

き
ま
す
。

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付

申
請
期
限
▼
12
月
23
日
㈮

※
現
地
確
認
の
結
果
、
非
課
税
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�申
問
税
務
課
資
産
税
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

個
人
事
業
税
の
納
税
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
個
人
事
業
税
の
第
２
期
分

の
納
税
通
知
書
は
、
11
月
中
旬
に
発
送
さ

れ
ま
す
。
納
付
期
間
内
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

す
で
に
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
て

い
る
か
た
は
、
11
月
30
日
に
口
座
引
き
落

と
し
に
な
り
ま
す
の
で
、
残
高
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。
口
座
振
替
制
度
の
申
込

方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

納
付
期
間
▼
11
月
21
日
㈪
～
30
日
㈬

問
常
陸
太
田
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課
個

人
事
業
税
担
当

☎
０
２
９
４
‐
80
‐
３
３
１
１

農
業
者
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か

　

農
業
者
年
金
は
積
立
方
式
・
確
定
拠
出

型
の
年
金
で
す
。支
給
開
始
か
ら
終
身（
生

涯
）
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
80
歳
前
に

亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
相
当
額
が
遺
族

に
死
亡
一
時
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
▼
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

⚫
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
の
第

1
号
被
保
険
者（
保
険
料
免
除
者
を
除
く
）

⚫
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
国
民
年
金
任
意

加
入
被
保
険
者

特
徴
▼

⚫
保
険
料
は
自
分
で
選
択
で
き
、
い
つ
で

も
見
直
し
が
で
き
ま
す
。

⚫
保
険
料
の
全
額
が
所
得
税
・
住
民
税
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

⚫
認
定
農
業
者
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す

か
た
は
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

※
詳
細
は
（独）
農
業
者
年
金
基
金
（
☎
03
‐

３
５
０
２
‐
３
１
９
９
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
農
地
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

勤
労
者
向
け
融
資
制
度

　

中
央
労
働
金
庫
と
県
の
提
携
に
よ
る
生

活
支
援
融
資
制
度
で
皆
さ
ん
の
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

対
象
者
▼
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

◦
県
内
に
１
年
以
上
継
続
し
て
居
住
ま
た

は
勤
務
し
て
い
る
か
た

◦
現
在
の
勤
務
先
に
１
年
以
上
継
続
勤
務

し
て
い
る
か
た

◦
前
年
の
税
込
年
収
が
１
５
０
万
円
以
上

あ
る
か
た

勤
労
者
緊
急
生
活
支
援

使
途
▼
冠
婚
葬
祭
・
医
療
教
育
費
用
な
ど

金
利
▼
年
1.6
％

融
資
限
度
額
▼
１
０
０
万
円

失
業
者
等
緊
急
生
活
支
援

使
途
▼
生
活
資
金　

金
利
▼
年
1.2
％

融
資
限
度
額
▼
50
万
円

合
理
的
配
慮
の
提
供

を
支
援
し
ま
す

対
象
者
▼

⚫
市
内
で
飲
食
、物
販
、医
療
な
ど
不
特
定

多
数
の
人
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
事
業
者

⚫
市
内
の
自
治
会

助
成
対
象（
限
度
額
）▼
障
が
い
の
あ
る
か

た
に
対
し
て
必
要
か
つ
合
理
的
な
配
慮
を

提
供
す
る
た
め
の
次
の
費
用

⚫
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
作
成
費

（
限
度
額　

１
万
円
）

⚫
物
品
購
入
費
（
限
度
額　

５
万
円
）

⚫
工
事
施
工
費
（
限
度
額　

10
万
円
）

申
請
期
限
▼
11
月
30
日
㈬

※
申
請
の
中
か
ら
事
業
効
果
が
高
い
も
の

を
選
定
の
う
え
、
助
成
し
ま
す
。
ま
ず
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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高
齢
者
を
対
象
と
し
た

無
料
の
歯
科
健
康
診
査

実
施
期
間
▼
12
月
31
日
㈯
ま
で
（
歯
科
医

療
機
関
の
休
診
日
を
除
く
）

対
象
者
▼
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
被
保
険
者
で
、
令
和
３
年
度
に
75

歳
、80
歳
、85
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
か
た

（
施
設
等
入
所
者
を
除
く
）

※
対
象
者
に
は
、
８
月
下
旬
に
案
内
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
受
診
方
法
や
受
診
場
所

な
ど
、詳
細
は
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
２
９
‐
３
０
９
‐
１
２
１
２

茨
城
県
最
低
賃
金
改
定

　

茨
城
県
最
低
賃
金
が
時
間
額
９
１
１
円

（
32
円
引
上
げ
）
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
県
内
で
働
く

す
べ
て
の
か
た
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

事
業
者
の
か
た
へ

　

最
低
賃
金
を
引
上
げ
、
設
備
投
資
な
ど

を
行
う
事
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
、次
の

相
談
窓
口
や
助
成
金
が
利
用
で
き
ま
す
。

⚫
専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
窓
口

・�

茨
城
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
９
７
１
‐
７
２
８

⚫
業
務
改
善
助
成
金

・�

茨
城
働
き
方
改
革
推
進

　

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
‐
９
７
１
‐
７
２
８

・�

業
務
改
善
助
成
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
‐
３
６
６
‐
４
４
０

��

問
茨
城
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６
２
１
６

　市内外の飲食店、菓子店、スーパーなどの実施店舗

でかぼちゃの限定メニューなどが販売されます。

　後日ご応募いただいたかたの中から野菜ＢＯＸが当

たる抽選もありますので、ぜひこの機会に那珂市のか

ぼちゃをお召し上がりください。

◆期間　11月 19日㈯～ 12月 11日㈰
◆応募期限　令和５年１月６日㈮
※詳細は、市ホームページをご覧ください。

�申問農政課農業振興Ｇ
☎０２９‐２９８‐１１１１

いぃ那珂かぼちゃフェア
人
・
農
地
プ
ラ
ン

地
域
座
談
会
瓜
連
地
区

　

地
域
の
農
地
と
農
業
者
の
将
来
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
座
談
会
を
通
し
て
課
題
を

見
つ
け
て
い
き
ま
す
。

日
時
▼
11
月
25
日
㈮
午
後
２
時
30
分
（
受

付　

午
後
２
時
）

場
所
▼
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る　

対
象
者
▼
瓜
連
地
区
に
農
地
を
お
持
ち
の

か
た
や
、耕
作
を
し
て
い
る
か
た
な
ど　

催
し

育
児
・
介
護
休
業
生
活
支
援

使
途
▼
生
活
資
金　

金
利
▼
年
1.5
％

融
資
限
度
額
▼
１
０
０
万
円

※
す
べ
て
別
途
保
証
料
率　

年
0.7
％
あ
り

ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
労
働
政
策
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
６
３
５

11
月
は
労
働
保
険
未
手
続
事

業
一
掃
強
化
期
間
で
す

　

労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

の
総
称
で
、
労
働
者
と
そ
の
家
族
、
事
業

主
を
守
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

法
律
に
よ
り
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除

き
、
労
働
者
を
１
人
で
も
使
用
す
る
事
業

主
は
、
労
災
保
険
の
成
立
手
続
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
の
か
た
で
も
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

か
た
は
雇
用
保
険
の
手
続
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

保
険
制
度
の
詳
細
お
よ
び
成
立
手
続
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６
２
１
３

テ
ー
マ
▼
中
心
的
な
耕
作
担
い
手
を
応
援

す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
考
え
よ
う

定
員
▼
30
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
電
話
、
申

込
み
フ
ォ
ー
ム
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
）

申
込
期
限
▼
11
月
21
日
㈪

�申
問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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那珂市の寺院と仏たち
歴史民俗資料館特別企画展

　各寺院の紹介および信仰の象徴である仏（仏像）

に焦点を当て、常福寺の末寺であった銀山寺跡か

ら平成30年度に発見された「聖観音菩薩立像」と、

当館寄託の県指定文化財「木造如意輪観音立像」を

展示します。

◆期間　10月 29日㈯～ 12月 3日㈯
◆時間　午前９時～午後４時 30分
※入館受付は午後４時まで
◆場所　歴史民俗資料館多目的ホール
◆入館料　無料
　展示講演会「勅願所常福寺と瓜連の宿」
◆日時　11月 15日㈫午前 10時
◆場所　市中央公民館講座室
◆講師　仲田昭一（当館学芸員）
◆定員　50人（先着順）
◆参加費　無料
◆申込方法　電話
�申問歴史民俗資料館
（なか LuckyFM公園内）
☎０２９‐２９７‐００８０　
※月曜日休館

◀�聖観音菩薩
立像

木造如意輪
　観音立像▶

水
戸
友
の
会
家
事
家
計
講
習
会

期
日
▼
11
月
18
日
㈮
、
20
日
㈰　

時
間
▼
午
前
10
時
～
正
午　

場
所
▼
水
戸

友
の
家
（
東
海
村
船
場
６
４
８
‐
２
）

内
容
▼
活
き
た
お
金
の
使
い
方
、健
康
を

守
る
食
べ
方
、わ
が
家
で
で
き
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

費
用
▼
４
０
０
円
（
資
料
代
）

�

問
水
戸
友
の
会

秋
本
☎
０
８
０
‐
５
３
８
６
‐
３
０
７
２

乳
井
☎
０
９
０
‐
６
１
２
６
‐
２
６
９
５

瓜
連
ふ
れ
あ
い
祭

日
時
▼
11
月
20
日
㈰
午
前
９
時
45
分
～
午

後
３
時　

場
所
▼
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る　

内
容
▼
バ
ン
ド
演
奏
、
お
囃は

や
し子
（
４
匹
の

き
つ
ね
）、
餅
つ
き
大
会
、
模
擬
店
、
お

楽
し
み
抽
選
会
、
ち
び
っ
こ
コ
ー
ナ
ー
、

各
種
団
体
の
展
示
物
な
ど

問
瓜
連
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
９
‐
２
９
６
‐
１
１
３
４

五
台
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

日
時
▼
11
月
27
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
午

後
２
時　

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ご

だ
い　

内
容
▼
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
食
品
無
料

配
布
、
中
学
生
売
店
、
地
域
特
産
品
販
売
、

歌
謡
シ
ョ
ー
、
自
治
会
作
品
展
示
、
協
ま

ち
カ
フ
ェ

※
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
食
品
無
料
配
布
チ
ケ
ッ

ト
は
午
前
10
時
か
ら
１
時
間
ご
と
に
各

１
０
０
枚
配
布
し
ま
す
。（
各
ブ
ー
ス

３
０
０
枚
・
先
着
順
）

※
会
場
内
に
駐
車
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
臨
時
駐
車
場
（
五
台
小
学
校
な
ど
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
五
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
９
‐
３
５
３
‐
２
６
６
６

瓜
連
お
は
や
し
保
存
会

演
奏
会「
４
匹
の
き
つ
ね
」

日
時
▼
11
月
26
日
㈯
午
後
１
時
～
３
時

場
所
▼
静
神
社　

社
殿
前　

内
容
▼
お
囃は

や
し子

、
民
話「
４
匹
の
き
つ
ね
」

演
奏
（
静
神
社
・
秋
の
例
大
祭
内
）　

主
催
▼
瓜
連
お
は
や
し
保
存
会

問
瓜
連
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
９
‐
２
９
６
‐
１
１
３
４



10 月 25 日号11

◆日時　11月26日㈯午前10時～11時30分（荒天中止）
◆場所　ふれあいファーム芳野駐車場（鴻巣 2090）
◆内容　地元野菜などの詰め合せＢＯＸ（予約制）や
　　　　地元の農畜産物などの産品の販売（当日販売）

◆申込方法　申込みフォーム（市ホームページ内）
◆申込期間　11 月 18 日㈮～ 22日㈫
◆主催　アグリビジネスネットワーク「フェルミエ那珂」
�申問農政課農業振興Ｇ
☎０２９‐２９８‐１１１１

11 月のいぃ那珂マルシェ
毎月最終土曜日開催

県
立
歴
史
館

秋
の
特
別
展

知
の
大
冒
険
―
東
洋
文
庫 

名
品
の
煌
め
き
―

　

誰
も
が
教
科
書
で
目
に
し
た
こ
と
の
あ

る
書
物
や
絵
画
、
世
界
に
数
点
し
か
な
い

稀き
こ
う覯

本
、「
未
知
の
知
」
を
伝
え
る
情
熱

に
あ
ふ
れ
た
書
物
や
地
図
、
絵
画
な
ど
、

１
０
０
万
点
を
こ
え
る
東
洋
文
庫
の
蔵
書

か
ら
厳
選
さ
れ
た
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間
▼
11
月
23
日
㈬
ま
で

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所
▼
県
立
歴
史
館
（
水
戸
市
緑
町
２
‐

１
‐
15
）

※
入
館
料
や
休
館
日
な
ど
、
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
立
歴
史
館

☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
４
４
２
５ ウィレム・ブラウ、

ヨアン・ブラウ「大地図帳」
（公益財団法人東洋文庫蔵）

消
防
設
備
士
受
験

準
備
講
習（
後
期
）

法
令
（
共
通
）

期
日
▼
令
和
５
年
１
月
12
日
㈭

定
員
▼
１
０
０
人

甲
乙
種
第
１
類

期
日
▼
令
和
５
年
１
月
23
日
㈪

定
員
▼
30
人

甲
乙
種
第
４
類

期
日
▼
令
和
５
年
１
月
24
日
㈫

定
員
▼
30
人

乙
種
第
６
類

期
日
▼
令
和
５
年
１
月
25
日
㈬

定
員
▼
30
人

共
通
事
項

場
所
▼
県
建
設
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
（
水

戸
市
青
柳
町
４
１
９
３
）　

申
込
期
間
▼
11
月
28
日
㈪
～
12
月
９
日
㈮

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
（一社）
茨
城
県
消
防
設
備
協
会

☎
０
２
９
‐
２
２
６
‐
９
６
１
１

筑
波
大
学
附
属
病
院

市
民
公
開
講
座

み
ん
な
で
学
ぼ
う
！

遺
伝
性
の
が
ん
の
治
療
と
予
防

日
時
▼
11
月
20
日
㈰
午
後
１
時
～
４
時

参
加
方
法
▼
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

費
用
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
申
込
み

フ
ォ
ー
ム
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
）

申
込
期
限
▼
11
月
13
日
㈰

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

�申
問
筑
波
大
学
附
属
病
院
総
合
が
ん
診
療

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
８
５
３
‐
８
０
９
６

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
２

２
０
２
３
年
秋
に
本
県
で
開
催
す
る

全
国
育
樹
祭
の
１
年
前
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　

県
民
の
参
加
に
よ
り
、
森
林
を
守
り
育

て
て
い
く
共
感
と
理
解
・
関
心
を
高
め
る

た
め
に
実
施
し
ま
す
。

日
時
▼
11
月
23
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
２

時　

場
所
▼
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
（
戸

４
６
９
２
）　

内
容
▼
森
林
・
林
業
体
験

（
丸
太
切
り
、
木
工
工
作
な
ど
）、
ミ
ニ
上

棟
式
、
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
や
苗
木
な
ど
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
森
林
・
林
業
の
研
究
と
成
果
の

パ
ネ
ル
展
示
な
ど　

費
用
▼
無
料

問
（公社）
茨
城
県
森
林
・
林
業
協
会　

☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
５
９
４
９



12

令
和
４
年
度
市
職
員
募
集

任
期
付
職
員

職
務
内
容
▼
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連
事
務
、

感
染
症
に
関
連
す
る
事
務
な
ど
の
業
務

任
用
期
間
▼
令
和
５
年
１
月
１
日
～
令
和

６
年
３
月
31
日　

募
集
人
数
▼
２
人
程
度

※
採
用
予
定
人
数
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

資
格
▼
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

⚫
日
本
国
籍
を
有
す
る
昭
和
58
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た

⚫
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
操
作（
文
書
作
成
、

表
計
算
処
理
な
ど
）
が
で
き
る
か
た

⚫
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
か
た

※
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
か
た
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

給
料
手
当
等
▼
月
額
14
万
６
１
０
０
円
～

23
万
１
５
０
０
円（
職
歴
等
に
応
じ
て
決
定
）

※
昇
給
昇
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
一
般
職
員
と
同
様
に
、
諸
手
当
と
し
て

通
勤
手
当
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
時

間
外
勤
務
手
当
、
期
末
・
勤
勉
手
当
、
退

職
手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

服
務
▼
任
用
期
間
中
は
、
地
方
公
務
員
と

し
て
、
営
利
企
業
等
の
従
事
制
限
な
ど
地

方
公
務
員
法
の
服
務
に
関
す
る
規
定
が
適

用
に
な
り
ま
す
。（
任
用
期
間
中
に
ほ
か

の
職
を
兼
業
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

試
験
日
▼
11
月
27
日
㈰

試
験
会
場
▼
市
役
所
（
本
庁
）

試
験
内
容
▼
作
文
試
験
、
個
人
面
接
、
パ

ソ
コ
ン
試
験
、
身
体
検
査
、
資
格
審
査

※
合
格
者
の
発
表
は
合
格
者
の
受
験
番
号

を
市
役
所（
本
庁
・
瓜
連
支
所
）前
に
掲
示
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
合

格
者
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法
▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
い
ば
ら

き
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
利
用
）

申
込
期
間
▼
10
月
25
日
㈫
午
前
８
時
30
分

～
11
月
15
日
㈫
午
後
５
時
15
分

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

�申
問
総
務
課
職
員
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

募
集

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

課
税
資
料
整
理
お
よ
び
申
告
受
付
事
務

勤
務
地
▼
市
役
所
（
本
庁
）
税
務
課

勤
務
形
態
▼
週
４
日
（
５
時
間
）

①
午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

②
午
前
９
時
～
午
後
３
時

③
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
基
本
は
②
の
勤
務
で
す
が
、
申
告
期
間

は
①
ま
た
は
③
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

※
雇
用
期
間
内
に
１
回
程
度
、
日
曜
日
勤

務
が
あ
り
ま
す
。

給
料
▼
時
給
９
２
４
円（
通
勤
手
当
あ
り
）

任
期
▼
令
和
５
年
１
月
５
日
～
３
月
31
日

資
格
▼
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き

る
か
た　

募
集
人
数
▼
６
人

早
慶
戦
１
２
０
周
年
記
念

全
早
慶
野
球
戦
茨
城
大
会

期
日
▼
11
月
27
日
㈰
正
午
（
開
場　

午
前

８
時
30
分
）　

場
所
▼
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運
動
公
園
市

民
球
場
（
ひ
た
ち
な
か
市
新
光
町
49
）

入
場
料
▼

◦�

一
般
内
野
席

　

大
人　
　
　

２
５
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

８
０
０
円

◦
外
野
芝
生
席
、
２
階
ス
タ
ン
ド
の
一
部

　

中
学
生
以
下　
　
　

無
料

問
全
早
慶
野
球
戦
茨
城
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局

info@
allsoukeisen.com

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

ス
タ
ー
・
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム

日
時
▼
11
月
28
日
㈪
、
12
月
５
日
㈪
・
19

日
㈪
、
令
和
５
年
１
月
23
日
㈪　

午
前
10

時
～
正
午　

場
所
▼
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大

学
（
日
立
市
大
み
か
町
６
‐
11
‐
１
）

※
状
況
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
▼
で
き
る
だ
け
す
べ
て
の
回
に
参

加
で
き
る
、就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者

県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院

在
職
者
訓
練
講
座

「Excel

講
習 （
応
用
）」

日
時
▼
令
和
５
年
１
月
16
日
㈪
・
17
日
㈫
・

19
日
㈭
・
23
日
㈪
・
24
日
㈫
・
26
日
㈭

午
後
６
時
～
９
時　

対
象
者
▼
エ
ク
セ
ル

の
基
本
操
作
が
で
き
る
か
た　

内
容
▼
エ
ク
セ
ル
を
使
用
し
て
デ
ー
タ
運

用
の
向
上
を
学
ぶ　

定
員
▼
15
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

費
用
▼
３
０
４
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）　

申
込
期
間
▼
11
月
21
日
㈪
～
12
月
4
日
㈰

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
０
２
９
‐
２
６
９
‐
２
１
６
０

内
容
▼
親
と
し
て
ぶ
つ
か
る
問
題
の
さ
ま

ざ
ま
な
解
決
方
法
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

（
保
育
付
き
）　

定
員
▼
８
人（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用
▼
２
千
円
（
全
４
回
分
）

申
込
方
法
▼
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
期
限
▼
11
月
15
日
㈫

�申
問
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
４
‐
52
‐
３
２
１
５
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椎

名

美
佐
子

熱
気
湧
く
ア
リ
ー
ナ
の
外
秋
の
風

丹

能

永

子

木
の
葉
散
る
切
り
絵
の
透
け
る
蔵
屋
敷

矢

須

恵

由

八
十
路
か
ら
は
老
い
と
の
闘
ひ
残
る
虫

清

水

慶

子

名
月
や
銭
湯
帰
り
の
親
子
連
れ

内

田

克
比
古

名
月
を
撫
で
る
が
如
し
尾
花
の
穂

人

見

章
太
郎

前
向
き
に
歩
む
米
寿
の
秋
深
む

江

幡

澄

夫

風
静
か
中
秋
の
月
近
く
見
ゆ

小

森

友

子

ほ
ほ
づ
き
や
競
ひ
て
鳴
ら
す
あ
ね
い
も
と

昌

也

明
日
へ
の
手
紙
の
よ
う
に
銀
杏
散
る

高

橋

思
い
の
ま
ま
俳
句
会

裏
山
の
斜な
だ

り
の
雑
草
を
毟む
し

り
ゆ
く
傍
に
ピ
ン
ク
の
合ね

む歓
の
花
咲
く

佐
久
間

秀

帆

今
日
三
羽
き
の
う
は
一
羽
飛
び
立
ち
て
留
守
は
二
羽
な
り
鉢
の
サ
ギ
ソ
ウ

片

岡

明

真
夏
日
に
西
ノ
内
和
紙
の
製
法
を
学
び
て
皆
と
団
扇
を
つ
く
る

大

内

系

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争
鎮
め
よ
と
願
い
て
八
尾
の
「
風
の
盆
」
見
る

宏

幸

海

野

雨
宿
り
す
る
陸
橋
の
そ
の
下
に
山
萩
ひ
と
も
と
紫
に
咲
く

壽

小
野
瀬

友
の
歌
二
席
に
入
り
朝
六
時
テ
レ
ビ
の
前
に
正
座
し
て
待
つ

兼

子

り

え

勝

代

大

森

「
あ
ら
暫
ら
く
」
と
声
か
け
ら
れ
て
誰
だ
っ
け
笑
み
を
返
せ
ど
名
前
は
出
な
い

と
き
わ
短
歌
会

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

募
集
す
る
活
動
内
容
▼
（
複
数
可
）

①
代
読
サ
ー
ビ
ス　

目
の
不
自
由
な
か

た
な
ど
へ
対
面
朗
読
を
行
い
ま
す
。

②
児
童
サ
ー
ビ
ス　

絵
本
な
ど
の
読
み

聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

③
環
境
美
化
・
資
料
配
架　

返
却
本
を
書

架
へ
戻
す
な
ど
、
書
架
整
理
を
行
い
ま
す
。

④
図
書
修
理　

図
書
館
所
蔵
の
本
の
修

理
を
行
い
ま
す
。

⑤
イ
ベ
ン
ト
・
広
報　

図
書
館
ま
つ
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
お
手
伝
い
い
た
だ

き
ま
す
。

⑥
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト　

４
～
５
か
月
乳

児
健
康
相
談
時
に
、
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保

護
者
に
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

資
格
▼
市
立
図
書
館
に
利
用
者
登
録
が
あ

り
、
年
間
を
通
し
て
活
動
可
能
な
か
た

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付

※
申
込
書
は
、
市
立
図
書
館
ま
た
は
市
立

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

そ
の
他
▼
報
酬
や
旅
費
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�申
問
市
立
図
書
館

☎
０
２
９
‐
３
５
２
‐
１
１
７
７

陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
生
徒
募
集

着
校
時
期
▼
令
和
５
年
４
月
上
旬　

学
校
所
在
地
▼
神
奈
川
県
横
須
賀
市
御
幸

浜
２
‐
１　

資
格
▼
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
修
了

者
（
見
込
み
含
む
）

申
込
期
限
▼

⚫
推
薦　

12
月
２
日
㈮

⚫
一
般　

令
和
５
年
１
月
６
日
㈮

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
自
衛
官
候
補
生
は
年
間
を
通
じ
て
募
集

し
て
い
ま
す
。

問
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
水
戸
募
集

案
内
所

☎
０
２
９
‐
２
２
６
‐
９
２
９
４

提
出
書
類
▼
履
歴
書（
市
販
の
も
の
で
可
。

3
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
付
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、
郵
送

※
面
接
の
場
合
あ
り
。
結
果
は
追
っ
て
通

知
し
ま
す
。

申
込
期
限
▼
11
月
25
日
㈮
（
必
着
）

�申
総
務
課
職
員
Ｇ

〒
３
１
１
‐
０
１
９
２

福
田
１
８
１
９
‐
５

問
税
務
課
市
民
税
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

片
岡
明　
　

選

矢
須
恵
由　
選
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秋
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

9
月
21
日
、
那
珂
市
交
通

安
全
推
進
協
議
会
は
、
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
に
合
わ

せ
て
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
日
警
察
署
長
を
務
め
た

那
珂
高
校
の
生
徒
や
ヤ
マ
ト

運
輸
茨
城
那
珂
セ
ン
タ
ー
の

皆
さ
ん
と
協
力
し
、
早
め
の

ラ
イ
ト
点
灯
や
横
断
歩
道
で

歩
行
者
が
い
る
と
き
は
停
車

す
る
こ
と
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。

避
難
所
開
設
を
学
ぶ

　

９
月
29
日
、
避
難
所
開
設
な

ど
に
関
す
る
講
話
を
、
青
遙
学

園
額
田
小
学
校
の
４
年
生
を
対

象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
市
役
所
の
役
割
や

避
難
所
を
開
設
す
る
際
の
注
意

点
な
ど
を
市
職
員
が
説
明
し
、

避
難
所
で
実
際
に
使
用
す
る

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
営
体
験

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
災
害
へ
の
備

え
や
災
害
に
遭
っ
た
場
合
の
注

意
点
を
学
び
ま
し
た
。

　

9
月
30
日
、
ば
ら
野
学
園
五

台
小
学
校
の
5
年
生
が
、
水
戸

農
業
高
校
で
稲
刈
り
体
験
を
し

ま
し
た
。

　

水
戸
農
業
高
校
の
2
、
3
年

生
が
そ
れ
ぞ
れ
2
人
の
児
童
を

担
当
し
、
鎌
で
稲
刈
り
を
行
う

コ
ツ
や
稲
を
干
す
作
業
の
や
り

方
な
ど
を
教
え
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で

植
え
た
苗
の
成
長
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
稲
刈
り
体
験
を
通
し
て

収
穫
の
喜
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。

小
学
生
が
高
校
で
稲
刈
り
体
験

職
業
観
や
人
生
観
を
学
ぶ

第
55
回
つ
り
大
会

　

9
月
18
日
、
久
慈
川
粟
原
釣
場

運
営
協
議
会
主
催
の
第
55
回
つ
り

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
当

大
会
は
、
一
般
の
部
で
約
30
人
、

小
中
学
生
の
部
で
約
25
人
が
参
加

し
、
早
朝
6
時
か
ら
思
い
思
い
に

竿
を
ふ
り
、
釣
り
上
げ
た
魚
の
大

き
さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
釣
っ
た
ブ
ル
ー
ギ
ル

な
ど
の
外
来
種
は
主
催
者
側
で
買

取
を
行
う
な
ど
、
在
来
種
の
保
護

活
動
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

小
中
学
生
全
員
に
参
加
賞
が
配
ら

れ
ま
し
た
。

まち那珂トピックス

　

9
月
22
日
、
白
鳥
学
園
5
～
7
年

生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
学

校
医
、住
職
、I
T
関
係
、自
営
業
な

ど
の
分
野
で
市
内
を
中
心
に
活
躍
す

る
か
た
を
講
師
に
迎
え
、
今
年
度
2

回
目
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
1
回
目
の
授
業
に
続
い
て
、
学

校
と
地
域
が
協
力
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
委
員
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
先
﨑
市
長
も
教
壇
に
立

ち
、
市
長
自
ら
が
市
の
魅
力
や
商
品

な
ど
を
紹
介
す
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
行
っ
て
、
市
内
外
で
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
話
を

し
ま
し
た
。



Ｇ…グループ 　問… 問い合わせ
�申…申込・申請・応募・届出

…メール

●放射線量【10 月分】
　�市内施設での測定値
は、すべて基準値以
下でした。

まちの動き 情報掲示板 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

那珂市公式ＳＮＳ

twitter
@naka_city

メールマガジン
情報メール一斉配信サービス

配信内容（選択式）

◦ 災害、防災または緊急
◦ 火災
◦ 防犯または不審者
◦ 健康
◦ 子育て
◦ 観光またはイベント
◦ 生活またはくらし
◦ 選挙
◦ その他

SNS でも市からの情報を配信して
います。ぜひご利用ください。

facebook
那珂市

LINE
那珂市役所

今号の表紙

　ばら野学園五台小学校の児童
が、水戸農業高校で稲刈り体験
をした際の写真です。
　高校生の熱心な指導で、児童た
ちは貴重な体験ができました。

○国民健康保険税（普通徴収）	 ５期
○後期高齢者医療保険料（普通徴収）	 ５期

※�市税の納付には、便利で確実な口座振替を
ご利用ください。

納期限：11月 30 日

11 月の納税

問収納課収納 G
☎ 029‐298‐1111

故・関詳瑞さん（本米崎）に瑞宝単光章を授与

　7月 22 日に逝去された故・関詳瑞さん
に瑞宝単光章が授与され、9月 29 日に先
﨑市長がご遺族に対し伝達を行いました。
　関さんは、37 年の長きにわたり市消防
職員として複雑多様化する各種災害に率先
して対処し、消防力の充実、強化に尽力さ
れ、社会公共の福祉に寄与されました。

　８月 30 日から９月 16 日までの 18 日間の会期で行われた令
和４年第３回定例会については、10月18日発行の「議会だより」
をご覧ください。那珂市議会ホームページでもご覧になれます。

令和４年第３回那珂市議会定例会

問市議会事務局　☎ 029‐298‐1111

■保健福祉部こども課長・・・・萩野谷真

市職員の人事異動（10月 1日付）

課長級以上の人事異動

■総務部長・・・・・・・・・・・・・・・・・・渡邊荘一
■総務部総務課長
　（併）選挙管理委員会事務局書記長
　（併）監査委員事務局長・・・・加藤裕一
■議会事務局長・ ・・・・・・・・・・・・会沢義範

部長級以上の人事異動

問総務課職員 G　☎ 029‐298‐1111

市消防団に最新鋭消防車両を配備

　小型動力ポンプ付積載車の更新に伴う車
両引渡式が、10 月 1日に市消防本部で行
われました。
　式では先﨑市長から消防団長へ車両の鍵
が手渡され、直ちに運用が開始されました。
　今回更新された消防団第 2分団第 2部
（横堀・向山地区）および第３分団第３部（額
田南郷地区）の車両は、最新鋭の小型動力
ポンプ付積載車です。
　今後の消火活動などに十分威力を発揮す
るものと期待します。

問市消防本部警防課警防 G　☎ 029‐295‐2111

第 2 分団第 2 部

第３分団第３部

10 月 25 日号15
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　成年年齢引き下げに伴い、成人式の名称を「二十歳の集い」に変え、引き続き 20 歳に
なるかたを対象に式典を開催します。
　式典は、新型コロナウイルス感染症対策のため２部制で開催します。感染症の状況によっ
ては変更となる場合もありますので、必ず市ホームページで最新情報をご確認ください。

◦��マスクの着用、こまめな手洗い・手指の消毒、人と人との距離の
確保など、基本的な感染症対策にご協力ください。

◦�参加者を対象に、事前に検査キットを送付し、抗原検査を実施す
る予定です。

◦�原則、式典対象者以外のかた（保護者・ご親族）は館内にご入場い
ただけません。
※送迎のための公園内への入場は可能です。
※�介助が必要な対象者の付き添いのかたは館内にご入場いただけます。
事前に入場許可証をお渡ししますので、担当課までご連絡ください。

◦��式典当日に自宅で検温し平熱比 1℃超過、または発熱や風邪の症
状がみられる場合は出席を自粛してください。
※�式典会場では、入場の際に検温をお願いします。検温の際、37.5℃以
上の場合は帰宅していただきますので、あらかじめご了承ください。

感染症対策にご協力をお願いします よくあるご質問
二十歳の集いの案内状は
いつ送られてきますか。

11 月中旬に発送を予定しています。

現在市外に住んでいます。
那珂市の式典に参加できますか。

ご参加いただけます。参加を希望され
る場合は担当課までご連絡ください。

※注意事項※
◦�敷地内は全面（全域）禁煙です。

◦�酒類や危険物の持ち込みは禁止です。

　ご協力をお願いします。
問生涯学習課社会教育G　☎ 029‐298‐1111

　2023年１月７日土
なかLuckyFM公園（那珂総合公園）アリーナ

20歳のかた（平成14年 4月 2日～平成15年 4月 1日生まれ）対象

二中・三中・瓜中学区のかた二中・三中・瓜中学区のかた
受付　11：30 ～
12：00～

Ⅰ式典

一中・四中学区のかた
受付　14：10 ～
14：40～

Ⅱ式典

令和５年

那珂市二
は た ち

十歳の集
つ ど

い

学区は目安です。学区外のかたはご希望の式典へご参加ください。


